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平成 14年度 ｢田んぼの学校 ･福谷｣について- Ⅰ (中間報告)
山本 和史 (岡山大学教育学部)
｢田んぼの学校｣は平成 10年度の国土,文部,農水の3省庁合同で提唱された,環境教育の取組みの
ことである｡今年度,岡山県農林水産部耕地課が事業主体となり,そのモデル推進事業を岡山市福谷小
学校で実施中｡企画とその運営には福谷小 m とボランティア団体から実行委員を構成してあたってい
る｡私はその常任委員を務めているが,PTA と地域各位の多大な支援のもと年間 12回もの多彩な開校が
企画され現在までに9回実施,延べ551名の参加者を得ている｡
それぞれの企画は子供達と実行委員の希望で立案されたが,単なるイベントではなく参加者の自主的
な活動によって成 り立っている｡親と子,そして地域の人々が一体となって架空の学校を育て上げてお
り,この事例は今後の学校のあり方を考える上で大変興味深くかつ有益な活動である｡
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Ⅰ.｢田んぼの学校｣とは
｢田んぼの学校｣は平成 10年度の国土庁,文部
管,農水省3省庁合同の ｢国土 ･環境保全に資する
教育の効果を高めるためのモデル調査｣で提唱され
た,田んぼや水路,ため池,里山などを遊びと学び
の場として活用する環境教育の取組みのことであ
る｡現在は (社)農村環境整備センター内に設置さ
れた ｢田んぼの学校｣支援センターで学校開校の手
引きの配布や,指導者紹介,指導者養成研修などの
サポー ト事業が実施され,全国各地でフィールドや
地域の特性,運営グループのメンバーの特技を活か
した多彩な活動が展開されている｡岡山県における
取組みの開始や経緯は明確でないが平成 14年度か
ら平成 16年度の間,岡山県農林水産部耕地課が事
業主体となり以下の内容で行うこととなっている｡
1｢田んぼの学校｣支援事業
主に小学生や保護者等を対象に環境教育を行って
いる団体に開校費用の一部を補助する｡
2｢田んぼの学校｣モデル推進事業
県が ｢田んぼの学校｣を開校する
3｢田んぼの学校｣指導者養成事業
｢田んぼの学校｣指導者を養成するため,県が研
修に関わる費用を負担する｡
この内のモデル推進事業が今回の内容である｡現
在も実施中であるが,すでに終わった開校内容につ
いて概要報告を行いたいと思う｡
Ⅱ.宇美受け入れに至る背景
今年度4月,岡山市福谷小学校 (以下福谷小)に
対し本事業-の参加 (受け入れ)要請があり,学校
関係者,同 PTA,地域のボランティア団体で協話
した｡事業主体は岡山県とはいえ企画や実際の活動
は地元が行い,振興局は会計やその他の申請事務,
用品や人員の補助を行う｡福谷小は児童 :56名,
PTA:44名,教員 :14名という大変小さな小学校
である｡絶対人数が少ないため,どの様な内容であ
ろうとも例年以上の活動をすることは直接個々の負
担増を意味している｡この事業受け入れに至る地域
的な背景についてまず解説しておきたいO
岡山県振興局では県南北で各1校の小学校-依
顔,北は久米南町の誕生寺小学校,南は福谷小であ
る｡福谷小-は同地区が県南最大の農業用水ダム｢黒
谷ダム｣を有し,足守川源流部ということから農業
体験等の教育フィール ドとして適しているとして選
定されたらしい｡県の行政的思惑とは関係なく地元
では水を得たように活発な活動が始まり,以降県の
担当者らを驚かせる内容-と発展していった｡
同地区内 (以下,福谷)では複数のボランティア
団体が活動を行っている｡その中で ｢おもしれ-マ
ップ製作実行委員会｣(以下 ｢おもしれ-マップ｣)
と ｢福谷の自然を守る助っ人衆｣(以下 ｢福の助｣)
は子供達や地域住民を含めた活動を年数回行ってお
り,小学校の特別活動,総合的学習等の農業体験や
環境教育に以前より関わっている｡
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筆者自身,現在 pTA副会長及び ｢福の助｣のメ
ンバーであり,IiTA会長の番木氏も同じく ｢福の
助｣及び ｢おもしれ-マップ｣のメンバー,また小
学校長の矢吹氏は地域活動には大変理解がある,敬
頭の岩城氏は動植物や歴史等の地域研究者‥.と
人材的条件はこの上なく揃っていた｡また小学校と
しては週5日制-の対応を模索中,PTAは人数減
少に伴 う活動内容の縮小と資金難に苦しむ,といっ
た現実もあった (県は 30万円の予算を用意してい
た)｡ したがって学校,PTA,各団体それぞれが例
年個々に行ってきた活動を螺旋的に結び合わせて実
施すればさほど負担が増えるものではない｡むしろ
各関係者にとってはまたとない好機として受け入れ
られたのである｡
その結果,事業の受け入れ団体は福谷小 m と
し,実際の企画運営には前記2団体が内容ごとにリ
ーダーシップを取り,活動全体を m 会員と学校
で支えるといった構造がスムーズであると判断され
た｡
Ⅱ.活動計画
この事業受け入れをほぼ承諾の形で,5月初め実
際の活動方法と内容について関係者による検討が行
われた｡参加した者からは前向きな意見と発案が交
わされ,中には ｢鶴を呼ぼう!｣と壮大な案まで浮
上した｡結果 13の活動題目が発案されたが個々の
内容を見つめ直し,重要なキーワー ドとして ｢主役
は子供達｣｢生きること･食べること｣が確認され
た｡そして主役である子供達の意見を直接聞いた後,
再度具体的な内容とそれぞれの開催時期を検討する
こととした｡以降,地域の水利 ･農業関係者-の協
力要請,他の助成事業との調整,pTA役員会の承
認を経て正式に事業開始となる｡
5月 10日 ｢田んぼの学校｣説明会のプリントを
小学校で配布,これが子供達と地域に対する初めて
の広報となる｡翌週 5月 16日,小学校の工作室で
関係者と子供達で集会を開いた,集まった子供は20
名+α(途中出入りがある)｡大人達から ｢こんなこ
とができるんじゃないか‥.｣と提案し,子供達一
人一人から意見を集めた (表 1)｡提案に沿ったも
の,更に想像をふくらませたもの,地域性や過去の
活動成果を感じさせるものなど大きく6テーマ,令
計 56案もの子供達の "夢 "が集まった｡これを受
けて実行委員会で検討,最も意見の集中した "鶴 "
に関してはビオ トー プの定着後何年かの継続活動の
表1子供達からの意見 ･発案
※短冊用紙に一案一枚各自記入 (複数回答あり)
★ 生き物を観察 ･飼育 -16
･網で魚をつかまえよう 3
･普段飼わない生き物を飼おう 1
･昆虫調べ､育てる､ 3
･めずらしい虫を見たい 1
･魚釣り､どんな魚がいるか調Jiる 3
･水の生きもの調べ､育てる 3
･ホタルの観察をしたい 1
･ホタルをかいたい 1
･ウマを育ててのってみたい 1
(鶴) -10
?????
???
?
????
? ????????? ㌍?
??????
福谷に来て欲しい
の巣を見たい
-9
1
1
ばをつくって食べよ う 3
う 1
･イノシシをつかまえて食べる 2
･.ごまをつくろう 1
★ 田んぼであそぶ -8
･田んぼでどろんこ遊び､
･泥まんじゆうをつくる
･橋をかける
･田んぼでザリガニをつる
★ あそぴ いろいろ -ll
･むかしの遊びをしよう 1
･山登りをしよう 1
･ひみつのあそび場をつくる 1
･小屋をつくる 1
･自然の竹とかでいろいろつくる
･山をけずってすべり台にしたい
･･気球をつくろう 1
･ジャンボ紙飛行機をつくろう 1
･人力飛行機をつくろう 1
･祇飛行機をつくってできるだけ遠 く-飛ぶ
飛行機をつくる 1
☆ 活動 ･調査
･川や田んぼの水路をきれいにしよう 1
･この辺を歩いていろいろ調べよう 1
表2計画 された活動予定
動 内 容
/ 5ホタル観察会
????????????
???????
?
?
?
??
???
?
?????
?
?
?
?????
ビオ トー プづくり
田んぼの生き物観察
田
ソ
??
竹の
ソバ
???
でどろんこ運動会?
?? ?
福谷ふれ
???ッ?? ?
???
ソバの脱穀
そば打ち大会
竹細工教室
23田んぼで炭焼き
結果得られるものと位置づけ,今年中に地元の自然
と人材を活かして解決できる項目に絞った (表2)｡
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族と一緒に勉強
ているのである｡おかげで材料不足という不手際に
つながったが,少なくとも本日
た｡各自,自作の会員証
学校｣第1回 ホタル観
き,翌日産卵を確認｡
田んぼの と重なり
ることが実
山本 和史
は干上がった状態である｡年中絶えず水を通すため
には200m先の水路補修をする 要がある｡現状を
見かねて地元の方々が方策を練って下さっていると
ころである｡
3.田んぼの生き物観察会
りなんか 30 りだ !｣とはしゃぐ親と自慢げに
ドンコを提げてくる子供,
の名前を教わり観察ノー トに記録した｡あちこちで
希少種のグンバイ トンボが見つかったのは大きな収
樺であった｡また,私と学生で各
して報告会を行い,水環境に対して
4.どろんこ運動会
用中の水田
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し,更に率先して泥に飛び込むなど場の盛り
としても大きな存在であった｡｢彼ら無くしてこの
会は成立しなかったのでは‥.｣と参加者含め各関
係者は大変感謝している｡また
土産として新鮮夏野菜の提供を
附属小の方-のお
大勢か
らの協力を得て,福谷の真心を家庭でも味わって頂
くことができたのである｡
ノルマでお宝を作成したが,石質と
お宝としての質のバラン
選別して 18個を使用し
て開始となった,種目につし
から作成した 29個を
日は予想通り?遅れ
競技種目 (混合の3チーム×3
1.宝さがし -全員でお
2. ドッジボール -混合
3.3本 (三つ又)綱引き
4. どろんこフラッグ -学年ごと出走
5. 自由にドロ遊びタイム
短い時間であったが,福谷小と附属小の子供達は
全身泥だらけになって楽しく活動することができ
た｡双方の親達も土手から歓声を上げながら交流を
マップ｣が数年前から他の畑で実践しており,地区
文化祭での"石臼粉ひき～ソバ打ち体験 Mは欠かせ
ない行事となっている｡今回 ｢田んぼの学校｣では
植え付けと脱穀を行い,関係者で乾燥を行った後一
部を文化祭で使用,残りは業者委託で製粉し 12月
にそば打ち会を行うという計画である｡ただし,荒
れ耕田であるため草刈り
i≡
備をして頂けた｡
では土地のコミュニティーとの関係が全くないた
め,このような催しは大変興味深く,ご両親とも楽
しみにしていたそうである｡以降,各行事-継続し
て参加している｡
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わりぽんこじや｣と言いながら次々と伐採に取りか
かる｡この後 50本程度を伐採,大人が枝を払って
整理し,その内の教本を短く切って青空工作教室が
始まった｡竹とんぼや笛,竹 ドラム作りに各々時間
こ｡初めは見ている方も心配し
ていたが
フやナタ
すると自分で工夫し;
を使いこなしていた｡
らナイ
陣と小さな子供達はバターを作り
ムクー-ンの重要な素材である｡牧場
引き受
ウムクー-ンが机に立て掛けられ,こんもり焼き上
がったパンが並べられる｡
ここではもう一つ予定外に嬉しいことがあった,
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7.ソバ刈り会
日時 :10月27日,13:00-15:30
えたた 下の枝か
実も下から付いてくる｡先の実がまだ青い内に刈り
採っ
あると言 すげ- !こん とけ-こんなモンが
山本 和史
ピタキなど山里の留鳥をお互い確認しながら名前を
覚えることができた｡同時に講師の川池氏は樹木の
専門家でもあり,木の名前や見分け方なども勉弓垂
きた｡
私が担当したCコースではダム主幹水路上を自
観察しながら黒谷ダムまで歩く｡かつてはむき出し
の水路であったが現在はパイプを地中に埋
際の散策路として最適である｡水路の
かの谷を越えな らないため,高低差
を利用して一気に谷向こう-水を送るサイフオンと
呼ばれる設備がある｡その最下部には泥抜きの放水
口があり,通常年-度しか放水することはないがこ
の日は特別に見学させて頂く｡ダム-到着後はその
構造と仕組みについて説明を聞き,建設過程のビデ
オを見る｡ダム建設の直接的な苦労もさることなが
ら,ダムを抱える地元の人々の努力と思い入れの強
さを感じることができた｡弄り害が紛然とした北部の
大型ダムとは大きく異なるとの印象を持った｡この
後堤防下の漏水検査用地下 トンネルに入る,当然一
般には公開していない設備で,今日は特別公開｡
各班 12時に/J､学校で合流し,各々の成果を自慢
げに語り合って解散した｡
9.ソバの脱穀会
日時 :11月9日,13:00-15:00
場所 :福谷′J､
参加者 :40名 (附属小6名)
私はこの日か
がら参加することはできなかった
ら毎週の開校
始まり,残念な
前々回 10ノ27か
更に次週は地区の文化祭ということ
で参加人数を一番心酉 いたが大勢集まってくれ
全て人力で脱穀を行 うべく,文化財的な足踏み脱
穀機を3台,手回しの唐箕 (とうみ)を3台地区内
ソバ束を運び足踏み脱穀を経験した｡藁と異なり多
少軸が堅く,束も大きかったため食い込みの危険が
高かったようだ,反省事項｡安全を優先してソバ束
残 り
らさお)で残りを叩き落とし
あるのならと,三度通しをし
は唐箕が3台も
丁寧にゴミを取り除
いた｡途中で雨が降り出し,せっかく乾かしたソバ
を濡らしてはと,大慌てで仮設の屋根を作ったそう
だ｡唐箕作業を終えたソバは約 70kgになった,忠
ったより多い,期待以上である｡これだけ採れれば
十分全員にそばを食べて
この後,実行委員の水田氏が自宅の乾燥機にかけ,
一部を業者-委託して製粉した｡約 26kgを持ち込
み製粉されたソバ粉は 19kgであった｡また同量の
ソバを精米器にかけて磨き(がくを取り除く)を行い
来週の文化祭に備えた｡恒例のHそば打ち体験 "を
行うためである｡
週が開けて 11月 17日,文化祭当日
ばを打つ｡臼挽き
石臼を挽いていたのである,これi
た｡
私自身初
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場面がそうだが.‥),二人挽きできるよう工夫さ
れた石臼を相手に子供達と楽しく回し続けた｡一度
挽いた粉を荒いふるいにかけ,二度挽きをする,吹
は大変細かな目のふるいにかけてやっとソバ粉がで
き上がるのである｡そば打ちにはその達人が (メン
バーの友人)助っ人に駆けつけた｡そばが茄で上が
るとお客さんが黒だかりになる,当然石臼も体験し
たいから私は手が放せない｡結局,終了間際までそ
ばを口にすることはできなかったのであるが,その
時の味は格別であった｡達人からも｢いいソバ粉だ｣
とお誉めを頂いた｡
ここまでに9回の開校,.延べ 551名の参加者があ
った｡この先,10.そば打ち大会 12f21,ll.竹工作教
室 1/18.･12.田んぼで炭焼き 2a3,閉校式-と続い
てゆく｡実施後,次回の実践報告をしたいと思う｡
Ⅴ.まとめ
年間 (年度)12回の開校を計画し,現在9回が
終了した｡福谷の実行委員は忙しいながらも面白お
かしく活動しているが,事務手続き一切を預けてい
る振興局の金井氏には大変なご苦労を願っている｡
あらゆる所から資金と資材を調達して下さり,公務
員としての責務を越えて努力されていると想像でき
る｡また,幸いにして事故も怪我人も出ず,毎回笑
顔で閉会できていることも感謝しなくてはならない
(無論,事業全体には保険をかけている)0
本文中にも述べたがこの学校を支える実行委員と
参加者はその能力も協調性も素晴らしい｡当て職的
な役もあるが実行委員は 16名｡有り難いことに私
が首謀者で開催していると誤解されている方もいる
が,校長は PTA会長の番木氏であり,事務局的役
割は岩城教頭 (金井氏と立場は近いが一番楽しんで
いる)が担っている｡無論,福谷′J､の全面的な協力
は矢吹校長の理解があってのものだ｡｢おもしれ-
マップ｣｢福の助｣からのメンバーも,PTAで有る
無しに関わらず惜しみない協力をむしろ楽しんで行
っている｡更に,本学部学生も延べ37名が参加し,
実行委員と参加者から感謝とお誉めを頂いている｡
大変誇らしく感じているし,彼らにとっても貴重な
実践経験になっている｡こういった教育システムが
学部主導で是非欲しいものだ｡
学生達も含め,地元の実行委員は純粋にボランテ
ィアである｡m の枠ではない,新しい枠組みで
あることはこの事業が成功-と向かっている大きな
鍵と思われる｡
今後の学校教育に地域とのつながりは欠かせない
と唱われるが,どうしてもPTAや町内会,老人会
など既存の枠組みでそれを考えがちである｡この発
想は逆に縛りとなる場合が多いと共に,子供社会と
直接結びつくことが難しい｡本実行委員の姿は冷め
た目で見れば"子供 わそのものである｡｢田んぼの
学校｣という架空概念の校舎では,年齢や職業,役
職を越えてみんなが子供であり.共に遊び,知らず
知らずに学んでいる｡
参加したあるお母さんにこう言われた｡
｢山本さんが ｢これを1回やってみたかったんじゃ
あ｣いうて楽しそうにしょうったんが忘れられん,
世話は大変じやなあと思うとったら,ちごうたわあ｣
｢世話をするもんが楽しめるようなことを,みんな
ですりやあえんじゃ,一人でできんこともみんなが
おるからできるし,それが楽しんじゃあ｣
義務でも奉仕でもなく,楽しいからしている,や
りたいこと,できることをする｡どういうきっかけ
で私が今の立場に立ったか確かでないが,単に
｢あんた先生じやけん,前で話すんは慣れとろうし,
プリントもすぐ作れるじやろう｣
と言われ,断る理由もなく受け入れているに過ぎ
ない｡実行委員の誰もが私と同じである,できそう
なこと,得意なことを知らず知らずに分担している
のである｡
たまたま今年度の福谷小では ｢田んぼの学校｣と
いう新しい言葉と概念を得られた｡そのおかげで新
しい組織作りと柔らかな発想ができたのである｡先
日PTAの役員達で懇親会を持ったが,やはりこの
ことが大きく語られた｡｢PTAの枠を越えた組織｣
の存在,その活動も地区住民及び趣旨に応答した｢誰
もが自由意志で参加できる活動｣,この2つを是非
この先も維持したいと希望したのである｡
もちろんそれを構成するのはあくまでボランティ
アであり,当て職では既存の各役員に負担を強いる
と共に,活動そのものも曇ってしまう｡まだ開校予
定は消化されていないが,さて来年はどうするか,
1年間育てた ｢田んぼの学校｣をそのまま引き継ぐ
か,･あるいは新しい"夢"概念を立ち上げるか,す
でに福谷の人々は気を挟んでいる｡とにかく今は来
月のソバ打ち会を楽しみにしているのである｡
最後に参加者の代表として大森貴弥君 (附属小 2
午)から届けられた絵と手紙を付けてこの報告を終
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わりたい｡なお,本報告に書くことのできなかった
協力者の方々,参加して下さった方々に重ねて感謝
図15 附属小2年大森君か らの手紙 と絵
を申し上げる｡
Tide:"SchooloftheTANBOH
Kazufmi YAMAMOTO(FactultyofEducationOkayamaUhiversity)
Abstract:.'SchooloftheTANBO"istheeducationoftheenviromnentandagriculture.Itwasproposedin 1998by
MimStryofLand,Education,Agricultures･OkayamaPrefecturedoesapromotionbusinessin OkayamaFukutani
elementaryschoolin thisyear.Aprojectandthatmanagementaredone&omFukutmi elementaryschoolPTAandthe
volunteergroup.1serveas也atmemberofastandingcomi tee.TheareapeoplecooperatedwihPTAwel,andvarious
openingschoolof12tlmesinayearwereplaned.Itwascariedout9tin1eSuntilnow,andtherewere551participantsin
total.Itconsistsofparticipant.Sindependentactivitesthougheachprojectwasplan此dbychildren'S andexecutive
comi tee'shope.Parentsandchildrenandthepeopleoftheareaareasone,andschoolinimaginationisbuiltup.Wh enit
thinksaboutamethodwi血 futureschdol,itisveryinteresting,andtheyareusefulactivities.
Keywords:Schooofthe"TANBO1.,Envirormenteducation,Agricultureeducation,
Com unityactivites,Volunteer
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